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インターバンクの声 （2015年 8 月 25 日） 
 

昨晩、欧米市場の株価の値下がりとドル円の急落には、オフィスに残ってい

た人も自宅に戻っていた人も、多少なりとも驚かされたはずです。テレビ・

スクリーンの字幕が「ドル円が一時１１６円台に急落」と映ったのを見て、

最初は１１９円の間違いかと思ったが、直ぐ番組内で１１６円が正しいと解

り、驚くよりもあっけにとられてしまいました。一日の値幅は東京市場の高

値が１２２円０４銭で、ニューヨークの安値が１１６円３７銭ですから、実

に５円６７銭のドル下落・円上昇です。一日で５円以上動くことは、そうい

つも起こる訳ではないのですが、ドル円が最後に一日で５円以上動いたのが

２０１０年５月６日。この日、ニューヨーク株式市場でダウ構成銘柄の P&G

社の株価が暴落。米大手銀行による誤発注による出来事で、NY ダウ平均が昨

晩の 1,089 ドル下落に更新されるまでの史上最大の下げ幅９９８ドルを記録

していました。円のキャリートレード解消が極端に進んだ影響でしたが、５

円９５銭動いています。そして、その前が２００８年１０月２４日のリーマ

ン破綻時でした。詳しい解説は無用だと思いますが、この時、NY ダウ平均は

先週後半から昨晩までの下落幅ほどの下落とはなっていません。ただ、恐怖

指数が史上最高値の９０近い数値を付けていました。最後に念のために付け

加えておきますが、リーマン破綻時の１０月にドル円相場は約１３円ほどの

値幅がありました。 
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